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奥
羽
連
山
の
雄
大
な
山
並
み
を
望
む
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
。
全
長

2.8
㎞
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
コ
ー

ス
︵
初
級
者
向
け
︶
、
中
級
者
向
け
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
各
種
コ
ー

ス
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
同
ス
キ
ー
場
で
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用
し
、
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
が
雪

と
氷
で
覆
わ
れ
て
で
き
る
自
然
の
造
形
美
﹁
樹
氷
﹂
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

雄
大
な
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を
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財政白書  

特 別 会 計 予 算 執 行 状 況  

市 民 の 負 担 状 況  

用語の解説  
①　一般会計と特別会計…地方公共団体の会計は、本来単一の会計によって整理されるのが理想とされています

　が、実際の行政活動は広範多岐にわたっているのが現状です。そこで地方公共団体の基本的な経費を「一般会

　計」、特定の事業を行う場合の経費を「特別会計」として区別しています。 

②　主な歳入項目…「地方交付税」＝歳入の中で最も大きな財源であり、国が使いみちを指定しないで交付する

　もの。「国庫支出金」＝国が使いみちを指定して交付するもの。「市債」＝市の借り入れ金など。「諸収入」

　＝各種貸付金や預託金収入。「地方譲与税」＝所得譲与税、自動車重量譲与税、航空機燃料譲与税、地方道路

　譲与税として市町村へ交付されるもの。 

　９月末現年度 （調定額から　） 

直

接

税

 

間
接
税 

市 民 税 個 人 分  

市 民 税 法 人 分  

純 固 定 資 産 税  

軽 自 動 車 税 

合　　　計 

市民１人当たり（円／人） 

63,099円　 

１世帯当たり（円／世帯） 

170,241円　 

市 た ば こ 税  

国 民 健 康 保 険 税  

844,719千円 

107,145千円 

1,512,190千円 

66,929千円 

2,530,983千円 

112,408千円 2,802円 7,560円 

62,053円 989,943千円 

（９月末　人口40,111人、世帯数14,867世帯） 

115,257円 

（９月末　加入被保険者数15,953人、加入世帯数8,589世帯） 

会 計 区 分  予算現額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％） 

544,143千円（27.3％） 

99,402千円（18.3％） 

139,000千円（3.2％） 

財政白書 財政白書 財政白書 
平成18年度上半期 

　市民の皆さんに市の財政事情を知ってい
ただくために、毎年２回一般会計、特別会
計の執行状況が公表されています。 
　12月１日に平成18年度上半期（平成18
年４月１日～９月30日）の結果が公表され
ました。収入・支出状況など市の財政事情
をのぞいてみましょう。 
(一時借入金及び会計間の相互流用金を除く・
繰越明許費を含む） 

一 般 会 計 予 算 執 行 状 況  

項　　　目 予　算（千円） 

地 方 交 付 税 １０,００６,４７３ 

市 　 　 　 税  ２,８３１,７９１ 

県 支 出 金  １,４２１,５４２ 

市 　 　 　 債  ４,３９９,６００ 

国 庫 支 出 金  １,９９６,８２４ 

諸 収 入  ５４２,７０６ 

地 方 譲 与 税  ６１２,７２７ 

地方消費税交付金 ３８３,０００ 

そ の 他  
（分担金、使用料等） ２,１１３,７３９ 

項　　　目 予　算（千円） 

総 務 費  ２,０３１,８４０ 

民 生 費  ５,５６５,７０８ 

衛 生 費  ２,２４６,８６４ 

農林水産業費  １,５６３,５９４ 

教 育 費  ３,８１８,３４７ 

消 防 費  ９２７,０８６ 

土 木 費  ２,１３３,０２２ 

公 債 費  ３,１９２,３８５ 

そ の 他  ２,８２９,５５６ 

１億 ２億 ４億 ６億 10億 20億 60億 80億 100億 

225,741千円（36.8％） 

218,085千円（56.9％） 

6,736,223千円 （67.3％） 

890,080千円（44.1％） 

予　　算　　額 

収入・支出済額 

645,265千円（30.3％） 

450,008千円（48.5％） 

1,618,587千円（42.4％） 

1,583,145千円（49.6％） 

３億 ５億 ７億 10億 20億 30億 40億 50億 60億 

887,599千円（43.7％） 

2,322,907千円（41.7％） 

1,199,490千円（53.4％） 

353,567千円（22.6％） 歳　 出 

530,687千円（18.8％） 

1,672,668千円（59.1％） 

予　　算 24,308,402千円 

支出済額 9,591,255千円 

支出割合 39.5　％ 

国 民 健 康 保 険 

合 川 診 療 所  

老 人 保 健

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 

簡 易 水 道  

農 業 集 落 排 水  

下 水 道 事 業  

特 定 地 域 生 活 排 水  

宅 地 造 成  

財 産 区

合 　 　 計  

3,772,766 

380,187 

5,309,548 

3,637,581 

134,927 

904,849 

314,147 

2,301,612 

46,173 

305,458 

206,197 

 

17,313,445 

1,596,502 

66,715 

2,209,564 

1,786,301 

68,045 

497,603 

53,173 

443,043 

21,483 

 

355,062 

 

7,097,491 

 

（坊沢・綴子・栄・沢口・七日市・ 
　米内沢・前田・阿仁合・大阿仁） 
 

42.3 

17.5 

41.6 

49.1 

50.4 

55.0 

16.9 

19.2 

46.5 

 

172.2 

 

41.0 

 

1,618,596 

237,108 

2,210,271 

1,517,979 

58,827 

365,956 

124,172 

752,125 

11,716 

299,736 

3,131 

 

7,199,617

42.9 

62.4 

41.6 

41.7 

43.6 

40.4 

39.5 

32.7 

25.4 

98.1 

1.5 

 

41.6

193,791千円（13.6％） 

（単位：千円、％） 

歳　 入 

予　　算 24,308,402千円 

収入済額 10,719,133千円 

収入割合 44.1　％ 
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●定員の状況・部門別職員数（各年４月１日現在） 

区　　　分 職　員　数 
対前年 
増減数 

部　　　門 Ｈ 18

議　　会 4

総　　務 100

税　　務 25

民　　生 96

衛　　生 38

労　　働 

農林水産 43

商　　工 14

土　　木 29

一 

般 

行 

政 

部 

門 
小　　計 349

特別行政部門 
（教育）   　 111 　　 

普  通  会  計　　計 557 　 

病　　院 39 　　 

16 　　 

下 水 道 14

22

　　 

公 会 
営 計 
企 
部 業 
門 

 
等 

小　　計 91

そ の 他 

合　　　計 648

税務職・保健職・企業職・技能労務職・

福祉職・教育職・医療職を除きます。 

 

（平成１８年４月１日現在） ●一般行政職の級別職員数 

標準的な 
職務内容 構成比 職員数 

１級 主 　 事 20 5.7  

２級 主　　任 41 11.6

３級 主　　査 100 28.4

４級 副 主 幹  103 29.3

５級 主　　幹 36 10.2

６級 課 長  41 11.6

７級 部 長  11 3.1

　　 

合　　計 352 100.0

●経験年数別 ・学歴別平均給料月額 （平成１８年４月１日現在） 

区　　　　　分 

大 学 卒 
　　　　　　　　　　　　円 

233,600
　　　　　　　　　　　　円 

273,200
　　　　　　　　　　　　円 

315,600
一 般 行 政 職 

高 校 卒 
　　　　　　　　　　　　円 

195,400
　　　　　　　　　　　　円 

235,000
　　　　　　　　　　　　円 

278,000

経験年数15～20年未満 経験年数10～15年未満 経験年数７～10年未満 

●特別職の報酬額等の状況 

期　末　手　当 

市　長 円 
円 
円 

円 
円 
円 

助　役 
教育長 

議　長 
副議長 
議　員 

 6 月期 1.60 月分 

12月期　 1.75 月分 

合　計　 3.35 月分 

給料・報酬(月額)区分 

区　分 

区分 

期末手当 勤勉手当 

６月期  1.40 月分 0.725月分 

１２月期  1.60 月分 0.725月分 

1.45 月分  合　計  3.00 月分 

※各種手当ては、国の支給割合と同じです 

●一般職 期末・勤勉支給割合（平成1８年度)

【扶養手当】 

　・配偶者 

　・その他２人目まで 

　・その他 

　・特定扶養の加算額 

　・扶養親族でない配偶者 

　　を有する１人目の子等 

　・配偶者のない１人目 

【住居手当】 

　・借　家 

　・自　家(新築から５年まで)  

 

【通勤手当】 

　・交通機関利用　　　　　最高 

　・交通用具（自動車等）　最高 

 

13,000円 

6,000円 

5,000円 

5,000円 
 

6,500円
 

11,000円 

 

27,000円 

2,500円 

 

 

55,000円 

24,500円 

●扶養手当・住居手当・通勤手当 

892,000
657,000
581,000

266,000
244,000
232,000

（消防） 97

 水　  道 

△2

△5

△1

△3

 

△1

 

△12

△2

 

 

 

1

△2

△16

△14

※教育長を含む、臨時職員等含まず 

住民基本台帳人口        40,287 人　 

　歳　　出　　額　　Ａ 23,077,022 千円 

　実　質　収　支 453,147 千円 

　人　　件　　費　　Ｂ 5,303,248 千円 

人件費率 （Ｂ／Ａ） 17年度 23.0 ％　 

※人件費は，特別職に支給される給与、報酬等を含みます 
人　件　費 
人件費以外 

●職員給与費の状況 

●人件費の状況（平成17年度普通会計決算見込み） 

（平成１８年度一般会計当初予算） 　※特別会計職員・新規採用職員を除く一般職員 

　※平均給与月額には、扶養手当、住居手当、通勤手当が含まれます 

給　　　　与　　　　費 
職  員  数 

給　　料 職  員  手  当 期末 ・勤勉手当 計 

一人当たり 
給　与　費 
（Ｂ／Ａ） Ｂ Ａ 

　　　　　人 

559
千円 

2,294,191
　　千円 

 328,531
千円 

957,175
千円 

3,579,897  
　　　　　　　千円 

6,404

●平均給料月額，平均給与月額及び平均年齢の状況 （平成１８年４月１日現在） 

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

円 

円 

    340,714
　　　　　　円 

  365,860 45歳0ヵ月 
　　　　　　円 

  301,900
　　　　　　円 

　　　　　　円 　　　　　　円 　　　　　　円 

316,833
（北秋田市職員） 

（秋田県職員） 

356,347 422,945 43歳1ヵ月 337,295 377,040 47歳6ヵ月 

52歳7ヵ月 

●初任給の状況 （平成１８年４月１日現在） 

区　　　分 大　学　卒 高　校　卒 

一般行政職 
　　　　　　　円 

　　 170,200
　　　　　　　円 

　　 138,400 ※初任給は、国と同基準となっています 

市職員の給与等の実態について、平成１８年４月１日現在で行われた「地方公務員給与実態

調査」に基づいてお知らせします。 

　市職員の給与は、人事院の給与勧告及び国や他の団体との均衡を考慮しながら市議会の審議

を経て条例で定めることとなっています。 

23,077,022千円 

5,303,248千円 

職員の給与・定員管理について 

Ｈ 17

6

105

26

99

38

43

15

29

361

113

571

42

16

14

21

93

664

97

△3
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現
在
は
、
基
本
設
計
に
基
づ
い
て
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
、

建
築
工
事
へ
と
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
病
院
建
設
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
頂
く
た
め
「
基
本
設
計
」
の
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〈
 そ
 の
 ６
 

 
〉
 

北
秋
田
市
民
病
院
︵
仮
称
︶
建
設
事
業
に
つ
い
て

北
秋
田
市
民
病
院
基
本
設
計 

薬剤部門平面図

２階　検査部門、健診コーナー２階　化学療法室・精神デイケア廻り

患
者
動
線

患
者
動
線 

患
者
動
線 

→　患者動線
→　スタッフ動線

→　患者動線
→　スタッフ動線

→　患者動線
→　スタッフ動線

  薬

剤

部

門
 

　
薬
剤
部
門
は
、
院
内
の
外
来
患
者
の
処

方
窓
口
だ
け
で
な
く
、
救
急
や
夜
間
外
来

へ
の
対
応
、
院
外
処
方
箋
の
発
注
支
援
、

病
棟
へ
の
薬
剤
の
搬
送
な
ど
の
機
能
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
 

　
配
置
と
し
て
は
１
階
病
棟
側
寄
り
の
医

事
課
に
隣
接
し
て
設
け
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

コ
ア
や
物
品
搬
送
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
近
い

位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
院
内
各
所
へ
の

薬
剤
搬
送
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。
 

●
配
置
と
連
携
 

・
外
来
患
者
が
診
療
を
終
え
、
薬
剤
を
受

け
取
る
際
の
動
線
を
考
慮
し
、
医
事
課
の

南
側
に
隣
接
し
て
薬
剤
部
門
を
配
置
し
ま
す
。
 

・
地
下
倉
庫
か
ら
の
薬
剤
搬
入
や
病
棟
へ

の
薬
剤
の
搬
出
を
考
慮
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
コ
ア
と
直
結
す
る
バ
ッ
ク
動
線
に
隣
接

し
た
位
置
に
、
搬
出
入
口
と
職
員
の
出
入

口
を
設
け
ま
す
。
 

●
薬
剤
部
門
の
特
徴
 

・
薬
剤
の
待
合
は
、
湖
に
面
し
た
眺
め
の

良
い
位
置
に
あ
り
、
利
用
患
者
が
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
で
投
薬
を
待
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

・
総
合
待
合
に
面
し
た
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

を
介
し
、
医
事
課
と
の
連
携
が
行
え
、
ま

た
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
院
外
処
方
箋
の
Ｆ
Ａ

Ｘ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。
 

 検

査

部

門
 

　
検
査
部
門
は
、
２
階
の
北
欧
モ
ー
ル
に

面
し
た
東
側
に
配
置
し
ま
す
。
検
査
部
門

は
隣
接
す
る
健
診
ド
ッ
グ
と
の
連
携
に
も

配
慮
し
、
健
診
と
検
査
に
て
生
理
検
査
室

の
兼
用
が
行
え
る
配
置
と
し
ま
す
。
ま
た

外
来
部
門
と
は
専
用
の
小
荷
物
専
用
昇
降

機
に
よ
り
繋
げ
、
中
央
処
置
室
と
の
相
互

の
連
携
が
行
え
る
よ
う
し
ま
す
。
 

●
配
置
と
連
携
 

・
検
体
検
査
は
１
階
の
外
来
中
央
処
置
の

直
上
に
設
け
、
小
荷
物
専
用
昇
降
機
に
よ

り
、
検
体
の
搬
送
な
ど
を
行
い
や
す
く
し

ま
す
。
 

・
健
診
ド
ッ
グ
と
の
検
査
諸
室
の
兼
用
に

配
慮
し
、
心
電
図
、
エ
コ
ー
室
は
健
診
コ

ー
ナ
ー
待
合
か
ら
も
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
可

能
な
配
置
と
し
ま
す
。
 

・
病
理
検
査
諸
室
は
、
検
体
検
査
室
に
隣

接
し
て
設
け
、
検
体
を
介
し
た
機
能
連
携

に
配
慮
し
ま
す
。
 

●
検
査
部
門
の
特
徴
 

・
生
理
検
査
は
患
者
専
用
待
合
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
諸
室
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
計
画

と
し
、
極
力
ス
タ
ッ
フ
と
の
動
線
の
交
錯

を
避
け
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
 

・
呼
吸
機
能
検
査
、
脳
波
検
査
室
に
つ
い

て
は
、
ス
タ
ッ
フ
は
検
体
検
査
室
側
か
ら

諸
室
へ
入
り
ま
す
。
 

・
検
体
検
査
の
一
部
採
尿
専
用
ト
イ
レ
を

設
け
ま
す
。
 

健
診
コ
ー
ナ
ー(

保
健
福
祉
活
動
室)

 

　
健
診
コ
ー
ナ
ー
は
、
２
階
の
北
欧
モ
ー

ル
に
面
し
た
東
側
奥
に
配
置
し
ま
す
。
生

理
検
査
機
能
を
中
心
に
、
隣
接
す
る
検
査

部
門
と
の
連
携
に
も
配
慮
し
、
ま
た
病
気

で
は
な
い
健
診
受
診
者
が
一
般
患
者
と
出

来
る
だ
け
動
線
が
交
錯
し
な
い
よ
う
配
慮

し
、
奥
の
落
ち
着
い
た
エ
リ
ア
に
、
健
診

コ
ー
ナ
ー
の
待
合
を
設
け
ま
し
た
。
 

●
配
置
と
連
携
 

・
北
欧
モ
ー
ル
に
近
い
位
置
に
受
付
機
能

も
兼
ね
た
保
健
福
祉
活
動
室
を
設
け
、
外

部
か
ら
の
相
談
や
、
福
祉
施
設
関
係
者
等

と
の
連
携
が
行
い
や
す
い
よ
う
に
し
ま
す
。
 

・
健
診
コ
ー
ナ
ー
（
待
合
）
は
自
然
光
の

入
り
や
す
い
窓
側
に
設
け
、
生
理
検
査
機

能
が
使
い
や
す
い
よ
う
、
エ
コ
ー
室
、
心

電
図
な
ど
と
隣
接
さ
せ
ま
す
。
 

・
健
診
コ
ー
ナ
ー
に
は
中
会
議
室
が
隣
接

し
て
お
り
、
集
団
健
診
へ
の
対
応
や
、
将

来
的
な
健
診
ド
ッ
ク
の
拡
充
に
も
対
応
可

能
で
す
。
 

●
健
診
コ
ー
ナ
ー
の
特
徴
 

・
健
診
コ
ー
ナ
ー
に
は
専
用
諸
室
と
し
て

男
女
更
衣
室
、
診
察
室
、
保
健
指
導
室
を

隣
接
さ
せ
て
設
け
ま
す
。
 

・
保
健
福
祉
活
動
室
で
は
地
域
住
民
へ
の

健
康
増
進
啓
蒙
の
窓
口
と
な
る
よ
う
、
健

診
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
情
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
が
行
え
る
設
備
対
応
を
行
い
ま
す
。
 

 化
学
療
法
室
 

　
化
学
療
法
室
は
、
２
階
の
北
欧
モ
ー
ル

に
面
し
た
東
側
手
前
に
配
置
し
ま
す
。
外

来
か
ら
の
利
用
に
配
慮
し
、
外
来
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
か
ら
近
く
、
ま
た
一
般
の
外
来

と
も
離
れ
た
位
置
と
し
、
出
来
る
だ
け
落

ち
着
い
た
環
境
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
 

●
配
置
と
連
携
 

・
入
口
側
に
ス
タ
ッ
フ
の
エ
リ
ア
を
集
約

し
、
奥
の
窓
に
面
し
た
部
屋
を
治
療
室
と

し
ま
す
。
 

・
ベ
ッ
ド
は
５
床
設
置
し
、
ス
タ
ッ
フ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
、
全
て

の
ベ
ッ
ド
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
配
置
し
ま
す
。
 

●
化
学
療
法
室
の
特
徴
 

・
一
般
の
外
来
か
ら
離
れ
た
位
置
に
配
置

し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
落
ち
着
い
た
環
境

を
確
保
し
ま
す
。
 

・
治
療
室
の
２
面
を
窓
に
面
し
、
明
る
い

雰
囲
気
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
。
 

精
神
科
外
来
、
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
 

 
精
神
科
外
来
お
よ
び
デ
イ
ケ
ア
は
、
２

階
の
病
棟
側
に
て
南
に
面
し
て
配
置
し
ま

す
。
外
来
か
ら
の
利
用
に
配
慮
し
、
外
来

用
Ｅ
Ｖ
か
ら
近
く
、
ま
た
一
般
の
外
来
と

も
離
れ
た
位
置
と
し
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
、
落
ち
着
い
て
治
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
 

●
配
置
と
連
携
 

・
患
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
、
北
欧
プ
ラ

ザ
吹
抜
け
に
面
し
精
神
科
外
来
を
設
け
、

奥
の
窓
に
面
し
た
部
屋
を
デ
イ
ケ
ア
と
し

ま
す
。
 

・
デ
イ
ケ
ア
に
は
専
用
の
更
衣
室
、
ト
イ

レ
な
ど
を
設
け
、
一
般
の
外
来
患
者
と
交

わ
る
こ
と
な
く
、
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。
 

●
精
神
科
外
来
、
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
の
特
徴
 

・
一
般
の
外
来
か
ら
離
れ
た
位
置
に
配
置

し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
落
ち
着
い
た
環
境

を
確
保
し
ま
す
。
 

・
デ
イ
ケ
ア
は
明
る
く
眺
望
の
良
い
し
つ

ら
え
と
し
、
患
者
や
ス
タ
ッ
フ
が
治
療
に

専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
 

完成予想図 
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　古紙類を排出する際、一部の地区では新聞紙・

雑誌・ダンボールが３種類に分別されず、混入さ

れた状態で排出されているようです。 

　古紙類は貴重なリサイクルの資源となっている

だけでなく、有価物として売却出来るので、市の

貴重な財源にもなっています。 

　また、古紙類は種類によって、それぞれ違う用

途の紙製品に再生されるため、新聞紙・雑誌・ダ

ンボールの3種類に「分別」することはとても重

要であり、より純度の高いリサイクル品を生産す

る為にも不可欠な取組みになります。もう一度、

各家庭に配布してある「家庭ごみの分け方・出し

方一覧表」をご覧になって、分別排出されるよう

よろしくお願いします。なお古紙類の排出につい

て、次のとおりご協力をお願いします。 

▼菓子箱など、比較的厚紙で出来ているものでダ

ンボールに属さない紙製容器は、「雑誌・本」

に混入させて排出してください。 

▼チラシ類は、新聞紙に混入させて排出してくだ

さい。 

▼古紙類を梱包する際は、紙ひもを使用してくだ

さい。（ビニール紐等で梱包した場合は、収集

いたしません。） 

 

 

 

　今まではペットボトルのラベルは、　　のマー

クがついていても、ペットボトルについた状態で

排出しても回収しておりましたが、４月からは、

より純度の高い資源ごみとして回収するために、

ペットボトルからはがし、プラスチック製容器・

包装の回収日に排出してください。 

■お問合せ先 

▽市民生活部生活環境課 �62-1110・1117 

▽各支所市民福祉課（合川支所�78-2113／森吉

支所�72-3115／阿仁支所�82-2113） 

▽クリーンリサイクルセンター �63－2343

　
今
月
25
日
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
「
ま
ち
の
賑
わ

い
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

北
秋
田
市
で
は
、
大
型
店
の
進
出
や
新
た
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
既
存
商
店
街
の
活
性
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
と
先
進
地
の
商
業
者
、
市
民
ら

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま

ち
な
か
形
成
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　 

 

■
日
　
時
　
２
月
25
日
（
日
）
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分 

■
会
　
場
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

■
内
　
容 

【
基
調
講
演
】 

　
講
師
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
弘
前
大
学
教
授
　
北
原 

啓
司 

氏 

　
演
題
「
こ
れ
か
ら
の
中
心
市
街
地
〜
ま
ち
育
て
の
ス
ス
メ
」 

【
北
秋
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
紹
介
】 

　
紹
介
者
‥
‥
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
事
業
推
進
委
員
会
座
長 

湊
屋 

啓
二 

氏 

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

　
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　
　
基
調
講
演
者
　
北
原 

啓
司 

氏 

　
▽
パ
ネ
リ
ス
ト
（
予
定
） 

　
　
青
森
市
新
町
商
店
街
振
興
組
合
常
務
理
事
‥
‥
‥
加
藤 

博 

氏 

　
　
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
長
‥
亀
山 

武
次
郎 

氏 

　
　
鷹
巣
消
費
者
の
会
会
長
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
山
野
内 

キ
ミ
子 

氏 

　
　
主
　
婦
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
藤
島 

好
子 

氏 

　
　
高
校
生
（
鷹
巣
農
林
高
校
２
年
）
‥
‥
‥
‥
‥
‥
藤
島 

舞 

氏 

◎
参
加
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
　
北
秋
田
市
産
業
部
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
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│
６
６
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市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

▼
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
事
業
推
進
委
員
会
▲ 

/25２

（日）

★

古紙類は、新聞紙・雑誌・ダンボール
の３種類に分けて排出してください！ 

ゴミの分別についてご協力をお願いします！

ペットボトルのラベルは、 
はがしてください 

　
戦
後
、
食
料
不
足
の
た
め
に
入
植
・
開
拓
さ
れ
た

高
野
尻
集
落
の
開
拓
60
周
年
記
念
祝
賀
会
が
１
月
14

日
、
同
集
落
の
自
治
会
館
で
開
か
れ
、
出
席
し
た
約

50
人
の
住
民
ら
が
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な

が
ら
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

　
高
野
尻
地
区
は
、
か
つ
て
は
「
掛
泥
野
」
と
呼
ば

れ
た
採
草
地
。
戦
後
の
食
料
不
足
は
深
刻
で
、
当
時

の
綴
子
村
は
原
野
を
開
放
し
、
開
拓
部
落
「
昭
和
」

と
「
高
野
尻
」
を
作
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
高
野
尻
は
、
も
と
も
と
農
耕
に
適
さ
な
い

土
地
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
豆
や
小
豆
栽
培

が
中
心
だ
っ
た
開
墾
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。 

　
そ
の
た
め
、
昭
和
31
年
に
は
高
野
尻
、
太
田
、
糠

沢
地
区
の
43
人
で
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
開
田
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
（
同
39
年
完
成
）
。
そ
の
後
、

昭
和
43
年
か
ら
45
年
に
か
け
て
、
鷹
巣
町
が
町
営
住

宅
を
建
設
し
た
こ
と
か
ら
人
口
も
増
加
、
現
在
は
高

野
尻
自
治
会
（
村
上
祐
治
会
長
、
47
世
帯
）
と
市
営

高
野
尻
団
地
自
治
会
（
小
林
末
松
会
長
、
40
世
帯
）

で
集
落
を
構
成
し
て
い
ま
す
。 

　
祝
賀
会
に
は
、
両
自
治
会
か
ら
約
50
人
が
出
席
。

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
村
上
会
長
が
あ
い
さ

つ
。
「
入
植
・
開
拓
が
始
ま
っ
て
60
周
年
を
迎
る
こ

と
が
で
き
た
。
入
植
当
時
、
開
拓
に
は
た
い
へ
ん
な

苦
労
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
両
集
落

が
一
緒
に
な
っ
て
万
灯
火
（
ま
と
び
）
を
行
っ
て 

い
る
が
、
『
高
野
尻
と
い
え
ば
万
灯
火
』
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
定
着
し
、
住
民
の
絆
も
深
ま
っ
て
い
る
。
今

後
も
集
落
発
展
の
た
め
ご
支
援
を
」
と
、
協
力
を
求

め
ま
し
た
。 

　
ま
た
来
賓
の
久
留
嶋
正
雄
・
市
総
務
部
長
が
、「
先

人
の
偉
業
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
。
こ
の
後
の
懇
談
で

は
、「
思
い
出
を
語
る
」
と
題
し
て
３
人
の
開
拓
者

が
体
験
談
を
披
露
。
こ
の
う
ち
村
上
ミ
ヤ
ヱ
さ
ん

(

82
）
は
、「
当
時
、
一
帯
は
木
の
切
り
株
だ
ら
け
の

原
野
。
豆
や
大
豆
を
植
え
た
が
草
取
り
も
た
い
へ
ん

だ
っ
た
。
当
初
は
ラ
ン
プ
生
活
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

電
気
が
引
か
れ
、
電
灯
が
つ
い
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ

た
」
と
、
当
時
の
苦
労
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
出
席
者
は
、
開
拓
当
時
の
思
い
出
を
語

り
合
い
な
が
ら
60
周
年
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。 

　
世
界
第
２
の
高
峰
「
Ｋ
２
（
標
高
８
６
１
１
ｍ
）
」

の
日
本
人
女
性
初
の
登
頂
者
と
な
っ
た
秋
田
市
出
身

の
登
山
家
小
松
由
佳
さ
ん
（
24
）
の
講
演
会
「
Ｋ
２

の
空
を
め
ざ
し
て
」
（
鷹
巣
北
都
会
主
催
）
が
１
月

19
日
、
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
満
場
の
市
民
ら

が
、
人
生
を
か
け
て
冒
険
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
小
松

さ
ん
の
話
に
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
小
松
さ
ん
は
、
Ｋ
２
登
山
の
よ
う
す
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
い
な
が
ら
紹
介
。
「
多
く
の
ク
ラ
イ
マ
ー
が
挑

戦
し
、
２
割
以
上
の
人
が
生
き
て
戻
れ
な
い
」
困
難

な
山
に
挑
み
、
雪
崩
や
落
石
な
ど
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
登
頂
に
成
功
し
た
体
験
談
に
聴
衆
も
感
銘
を
受

け
て
い
ま
し
た
。 

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
合
う

高
野
尻
集
落
が
開
拓
60
周
年 

か
か
り
ど 

﹁
情
熱
は
可
能
性
を
生
み
出
す
﹂

登
山
家
・
小
松
由
佳
さ
ん
が
講
演 

▲開拓６０周年を祝い合った高野尻集落の皆さん 

 

▲「情熱は夢を実現する可能性を生み出す」と小松さん 

た
か
の
じ
り 

ゆ  
か 
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第
13
回
の
新
春
婦
人
の
つ
ど
い
が
１
月
21
日
、
森

吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
会
員
ら
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
北
林
カ
ヅ
婦
人
会
長
が
「
今
年
は
国
体

が
開
催
さ
れ
、
婦
人
会
か
ら
約
50
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
す
る
。
選
手
た
ち
を
温
か
く
迎
え
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
引
き
続
き
、
元
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
の
坂
谷
壽
雄
氏
の
「
き
ら
め
け
　
い
の
ち
　
〜

あ
な
た
の
心
に
赤
と
ん
ぼ
は
い
ま
す
か
〜
」
の
講
話

を
運
動
を
交
え
な
が
ら
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
五
味
堀
婦
人
会
に
よ
る
郷
土
芸
能

「
五
味
堀
餅
つ
き
踊
り
」
や
有
志
に
よ
る
歌
と
踊
り

な
ど
で
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

力
を
合
わ
せ
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

第
13
回
新
春
婦
人
の
つ
ど
い 

　
稲
作
の
豊
凶
を
占
う
小
正
月
行
事
「
雪
中
田
植
え
」

が
、
１
月
15
日
、
綴
子
・
大
太
鼓
の
館
前
で
行
わ
れ
、

Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
者
約
50
人
が
田
の
神
に
お
神
酒
を

供
え
、
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
雪
中
田
植
え
は
、
農
家
が
一
年
の
仕
事
始
め
の
儀

式
と
し
て
水
田
に
見
立
て
た
雪
の
上
に
、
稲
わ
ら
や

豆
が
ら
を
混
ぜ
た
「
苗
」
を
植
え
、
一
年
の
作
柄
を

占
う
民
俗
行
事
。 

　
大
太
鼓
の
館
入
り
口
前
に
特
設
さ
れ
た
雪
田
に
青

年
部
長
の
九
島
敏
昭
さ
ん
が
、
け
ら
、
菅
笠
姿
の
昔

な
が
ら
の
装
い
で
30
㎝
間
隔
で
４
条
に
４
株
ず
つ
計

16
束
の
「
苗
」
を
植
え
付
け
、
大
根
の
煮
し
め
や
ナ

マ
ス
、
デ
ン
ブ
、
お
神
酒
を
供
え
、
大
豊
作
と
米
価

の
上
昇
な
ど
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

田
の
神
に
五
穀
豊
饒
を
祈
願

民
俗
行
事
「
雪
中
田
植
え｣ 菅笠にけら姿という昔ながらのスタイルで 

セレモニーを行った「雪中田植え」 

市長の査閲を受ける指導隊員 

　
平
成
19
年
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
の
「
交

通
安
全
祈
願
式
と
査
閲
式
」
が
１
月
13
日
、
阿
仁
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
北
秋
田
市
と
上
小
阿

仁
村
の
指
導
隊
員
、
北
秋
田
署
員
な
ど
関
係
者
約
40

人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
交
通
安
全
祈
願
式
で
は
１
年
間
の
無
事
故
と
事
故

防
止
を
祈
願
し
、
査
閲
式
で
は
市
長
等
か
ら
服
装
点

検
と
激
励
を
受
け
士
気
を
高
め
ま
し
た
。 

　
長
岐
兼
雄
会
長
は
「
交
通
指
導
隊
は
命
の
尊
さ
と

交
通
事
故
の
重
大
性
を
深
く
認
識
し
、
本
年
も
悲
惨

な
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
を
１
人
で
も
少
な
く
す

る
た
め
に
活
動
に
誇
り
を
持
っ
て
事
故
防
止
に
努
め

る
」
と
決
意
表
明
し
、
事
故
防
止
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。 

悲
惨
な
事
故
ゼ
ロ
に
向
け

交
通
安
全
祈
願
式
と
査
閲
式 

　
し
め
縄
や
門
松
な
ど
を
燃
や
し
て
、
正
月
に
迎
え

た
神
々
を
送
り
出
す
伝
統
行
事
「
ど
ん
と
祭
」
が
、

１
月
15
日
、
綴
子
の
道
の
駅
「
ぶ
っ
さ
ん
館
」
前
の

駐
車
場
で
行
わ
れ
、
正
月
飾
り
を
持
参
し
た
市
民
ら

が
無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。  

　
「
ど
ん
と
祭
り
」
は
「
ど
ん
ど
（
ん
）
焼
き
」
な

ど
と
も
呼
ば
れ
、
平
安
時
代
に
中
国
か
ら
日
本
に
伝

わ
っ
た
行
事
で
、
正
月
が
明
け
た
１
月
の
13
日
か
ら

15
日
こ
ろ
に
、
お
正
月
の
し
め
飾
り
や
破
魔
矢
、
お

供
え
も
の
、
前
の
年
の
お
札
や
熊
手
な
ど
の
縁
起
物

を
焼
く
民
俗
行
事
。 

　
神
事
の
後
、
『
お
焚
き
上
げ
』
の
火
が
入
れ
ら
れ

る
と
、
見
守
る
住
民
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
燃
え

上
が
る
御
神
火
に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。 

御
神
火
に
無
病
息
災
、
家
内
安
全
を
祈
願

民
俗
行
事
「
ど
ん
と
祭｣ 

市民らが持ち寄った正月飾りなどを焚き上げ、 
無病息災、家内安全などを祈願した「どんと祭」 

　
第
50
回
全
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

競
技
が
１
月
12
日
か
ら
３
日
間
、
鹿
角
市
花
輪
ス
キ
ー

場
で
行
な
わ
れ
、
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
で
特
に
阿
仁
中
女
子
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス

キ
ー
部
の
活
躍
が
目
立
ち
、
個
人
戦
で
は
、
３
年
生

の
高
堰
美
里
さ
ん
が
女
子
３
㎞
フ
リ
ー
と
ク
ラ
シ
カ

ル
で
初
優
勝
し
２
冠
を
達
成
。
女
子
リ
レ
ー
で
も
初

優
勝
に
輝
き
、
団
体
戦
で
は
12
年
ぶ
り
２
回
目
の
女

子
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。 

　
選
手
た
ち
は
東
北
大
会
に
向
け
て
大
き
な
目
標
を

か
か
げ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
高
堰
美
里
さ
ん
は
「
１
人

１
人
が
勝
負
出
来
る
大
会
に
し
た
い
。
リ
レ
ー
で
は

東
北
一
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。 

12
年
ぶ
り
の
女
子
総
合
優
勝

第
50
回
全
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会 

12年ぶり２回目の女子総合優勝を果たした阿仁中スキー部 

(後列右から高堰美里さん、吉田さゆりさん、畑山愛里沙さん、 

 前列右から伊藤真菜さん、松橋郁香さん)

 

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
の
趣
味
講
座
「
新
春
の
お
茶

会
」
が
１
月
12
日
、
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
学
生
約
40
人
が
新
春
の
お
茶
会
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

　
講
座
で
講
師
を
務
め
た
安
部
綱
江
さ
ん
が
、
お
茶

の
作
法
や
歴
史
な
ど
を
講
話
。
「
お
茶
は
、
味
わ
う

だ
け
で
な
く
、
茶
碗
を
目
で
楽
し
み
、
場
の
雰
囲
気

を
感
じ
、
周
り
を
気
遣
う
こ
と
も
大
切
」
と
話
し
、

受
講
生
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。  

　
お
茶
会
で
は
、
あ
い
か
わ
保
育
園
の
園
児
が
お
茶

を
受
講
生
に
運
び
ま
し
た
。 

 

お
茶
を
楽
し
ん
だ
受
講
生
は
「
春
の
香
り
と
、
今

年
の
天
気
の
様
に
、
子
ど
も
た
ち
の
温
か
さ
が
感
じ

ら
れ
た
思
い
出
に
残
る
お
茶
会
で
し
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。 

園
児
と
ふ
れ
あ
い
、
お
茶
会
を
楽
し
む

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
趣
味
講
座 

園児のお運びに目を細める、ことぶき大学の学生 

み り  あ り さ  

ま な  ふみか 

坂谷氏の講話を聞き入る婦人会員 
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新春に花を添えた公民館まつり
　平成18年度綴子公民館まつりが１月６･７日の両日

開催されました。まつりでは地区の幼稚園･保育園･

小学校をはじめ、サークル、同好会･公民館講座等から、

盆栽･絵画･写真･陶器等の作品２５０点余りが出展さ

れたほか、ステージでの演示では、綴子保育園児の

鼓隊演奏をはじめ、郷土芸能･日舞･バレエ･武道の演

武等日ごろの練習の成果を披露し、４５０人余りの観

客から大きな拍手を浴びました。 

　７日は綴子地区の新春交流会も併せて開催され、

各集落の婦人会の皆さんの、民謡や踊りを楽しみな

がら新春の夢を語り、親交を深め合いました。 

温もりのある「布ぞうり」

森吉公民館「布ぞうり作り教室」 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

雪ですべろう・あそぼう・たのしもう

阿仁公民館「わんぱくクラブ」 

綴子公民館「公民館まつり」 

　阿仁公民館主催の「わんぱくクラブ」が１月１２日、

開かれ、２０人の子どもたちが市営松森スキー場での

スキーやそり滑り、公民館でのゲームに挑戦しました。 

　「雪ですべろう・あそぼう・たのしもう」は今回で 

２回目ですが、今年は雪が少なく予定していた湯口内 

スキー場から松森スキー場に変更して開催されました。 

　スキー場では、子どもたちは阿求道会・阿仁スキー 

クラブの方々からスキーの基本的な指導を受けました。 

　そり滑りでは勢い余ってコースから飛び出し雪の壁

に突っ込む子どもたちもいて、スリル満点の滑りで歓

声をあげながら楽しんでいました。 

　冬は自宅に閉じこもりがちな子どもも、雪あそびの

楽しさを十分満喫しました。 

▲定員を超える申し込みで、２日間の開催と

なった人気の「布ぞうり教室」 

▲華やかに新春を飾ったステージ発表 

▲元気に雪遊びなどを楽しんだ「わんぱくクラブ」 

MANABI  NO  HIROBA

「伊勢堂岱遺跡を語り合う会」 

▲「作法」と「心」を学んだ子ども茶道教室 

茶
道
体
験
で
﹁
心
﹂
を
学
ぶ

　
北
秋
田
市
の
伝
統
文
化
こ
ど
も
塾
で
は
、

児
童
館
や
、
学
童
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
未
来
塾

と
連
携
し
な
が
ら
「
子
ど
も
茶
道
教
室
」
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。 

　
お
茶
を
点
て
る
こ
と
、
い
た
だ
く
こ
と
な

ど
、
は
じ
め
て
の
子
ど
も
も
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
正
座
を
し
て
、
背
筋
を
伸

ば
し
て
の
姿
勢
は
多
少
つ
ら
い
様
子
も
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
、

幾
分
緊
張
し
な
が
ら
も
最
後
ま
で
一
生
懸
命

で
し
た
。 

　
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
児
玉
先
生
か
ら
は
、

作
法
は
も
と
よ
り
、「
優
し
い
心
」「
感
謝
の

心
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
心
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　伊勢堂岱遺跡ワーキンググループ（佐藤喜美男

代表）主催の「伊勢堂岱遺跡を語る会」が１月20

日、市中央公民館で行われ、遺跡の謎やこれから

のボランティア活動などについて意見を交換しま

した。 

　今回の語る会にはワーキンググループのメンバー

ほか、地域住民合わせ約５０人が出席しました。

　はじめに佐藤代表が、このボランティアの活動

経過報告と合わせ、「世界遺産登録に向けて動き

出した、この遺跡のすばらしさを深く理解してい

ただきたい」とあいさつをしました。 

　自由討議では、「環状列石をみて、縄文人にどん

なことを問いたいですか」「縄文人の姿を想像する」

など４つの項目について意見を交換しました。出

席者からは、「遠い小猿部川からどのようにして重

い石を運んできたのか」といった縄文時代の謎に

ついての意見や、内陸線小ケ田駅を「伊勢堂岱遺

跡駅」に変えられないかなどのＰＲ案も提案され、

非常に盛り上がった会でした。 

■遺跡ボランティアの活動をしませんか？ 

　伊勢堂岱遺跡ワーキンググループの会員を募集しています。

活動内容は、休日の遺跡ガイドや、学習会の参加など。 

詳しくは、生涯学習課 埋蔵文化財整理室（�60-1185）ま

でお問合せください。 

あくどう 

文化財の防火訓練を実施 　「第５３回文化財防火デー（1/26）」を前に１月

１９日、市の文化財に指定されている七日市の長岐邸

で防火訓練が実施されました。 

　当日は、台所から火災が発生したという想定でお

こなわれ、消防車が駆けつけ、放水しました。また、

七日市地域の方々の協力も頂き、オイルパンを使っ

ての消火訓練も実施されました。 

　訓練後、消防署の方からは、「初期消火が大切。し

かし、自分の身長より炎が大きくなった場合は、速

やかに避難すべき」との指導がありました。地区の

参加者からは、「地元の大切な文化財をしっかりと守

っていきたい」という声が聞かれました。 

市指定文化財「長岐邸」を会場に 

遺跡について熱く語り合う

遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

ら
約
50
人
が
参
加
し
た
「
語
る
会
」 

伝
統
文
化
こ
ど
も
塾 

　
森
吉
公
民
館
「
布
ぞ
う
り
教
室
」
が
昨
年
12
月
15
・
18
日
の
２

日
間
開
催
さ
れ
、
24
人
の
受
講
生
が
布
ぞ
う
り
作
り
を
体
験
し
ま

し
た
。 

　
受
講
生
は
、
始
め
の
う
ち
は
慣
れ
な
い
作
業
に
戸
惑
っ
て
い
ま

し
た
が
、
「
わ
か
ら
な
い
と
き
は
何
度
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」

と
講
師
の
高
橋
清
子
先
生
か
ら
丁
ね
い
な
指
導
を
受
け
、
少
し
ず

つ
ぞ
う
り
の
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
「
布
ぞ
う

り
」
を
う
れ
し
そ
う
に
先
生
に
見

せ
た
あ
と
、
「
次
は
も
っ
と
上
手

に
作
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 

　
ゆ
か
た
や
布
団
カ
バ
ー
な

ど
の
古
い
布
を
再
利
用
し
て

作
っ
た
こ
の
手
作
り
の
「
布
ぞ

う
り
」
に
は
温
も
り
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。 

MANABI  NO  HIROBA
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平成20年春季開催 

 第59回 全国植樹祭 
テーマ「手をつなごう�森と水とわたしたち」

会場　北秋田市「北欧の杜公園」 

平成19年開催 　 君のハートよ位置につけ 

北秋田市は、バレーボール、フェンシング 

山岳、アーチェリーの会場です 植樹祭シンボルマーク 

公 民 館 

文化会館 

スポーツ 

 

お知らせ 

 

 

 

北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【２月のロビー展】中央公民館　フラワーアレンジメント 

２・４（日）親子で作ろう中国の家庭料理講座 9:30～13:30 

　　10（土）｢トライあんぐる｣ 9:00～12:00 

　　　　　　◆おひな様かざりの作り方 

　　11（日）建国記念の日を祝う会 10:30～15:00 

合　川　公　民　館　�７８－２１１４ 

【ロビー展】てまりの会（～２日） 

　　　　　　あじさいグループ（３～12日） 

２・４（日）いきいき女性セミナー 12:30～16:00 

森　吉　公　民　館　�７２－３２５９ 

【サロン展】北秋田市芸術文化協会森吉支部展（１日～28日）

２・７（水）昔のおやつ作り教室 13:30～13:30 

　　12（月）市芸術文化協会森吉支部 10:00～14:00 

 19年新春交流のつどい“事始め” 

阿　仁　公　民　館　�８２－２２２０ 

２・３（土）ふるさと☆食のつどいin森吉･阿仁 9:30～13:00 

　　５（月）～７（水）はじめてのＪＷ_ＣＡＤ入門講座 

  18:00～19:00 

　　７（水）婦人会体力作り交流会 10:00～12:00 

　　17（土）ちびっこチャレンジクラブ 9:00～12:00 

 

 

２・15（火）高鷹大学全体講座 9:00～ 

　　17（土）おはなしでてこい 14:00～ 

　　18（日）Good-bye High school2007 チャリティーコンサート 

 前売り300円　当日400円　小学生以下無料 14:00～ 

　　22（木）土木工事共通仕様書説明会(秋田県) 13:30～ 

　　24（日）読書感想文・感想画コンクール 10:30～ 

 

 

２・３（土）・４（日）第９回Ｖ１リーグ 

 （女子バレーボール）  鷹巣体育館 

　　６（火）～３・８（木）バドミントン教室 

 毎週火・木 鷹巣小学校 

　　10（土）第13回全県新人小学生バレーボール大会 

 予選会 鷹巣体育館 

　　11（日）北部卓球大会 鷹巣体育館 

　男性の方・わかいお母さんたちも気軽に参加ください。 

日　時　２月４日(日)　12：30～16：00 

場　所　合川農村環境改善センター 

テーマ　「豊かな地域づくりを目指して」 

◎お問い合わせ　　合川公民館　  �７８－２１１４ 

 

日　時　２月５・６・７日の３日間　18：00～19：00 

場　所　阿仁公民館（ふるさと文化センター） 

内　容　JW＿CADの基本操作（パソコンでの作図） 

対　象　パソコンのマウス操作ができる方でCAD初心者の方 

講　師　秋元信泉 氏　　定　員　８名(先着順) 

受講料　無料 

◎お問い合わせ　　阿仁公民館　  �８２－２２２０ 

 

日　時　２月９日（金）　13：30～15：00 

場　所　北秋田市中央公民館　１階ホール 

講　師　秋田地方気象台　気象情報官　本間　實氏 

内　容　異常気象を含め、台風、大雨と雪、地震と津

　　　　波の話など身近な気象について学びます 

申し込み　２月５日（月）まで 

◎お問い合わせ　　市中央公民館　  �６２－１１３０ 

合川地区いきいき女性セミナー(第46回合川地区婦人問題研究集会)

はじめてのＪＷ＿ＣＡＤ入門講座

ハッピーライフ公開講座『楽しいお天気教室』

長 信 田 �

シンポジウム

　本シンポジウムではいじめ問題が生じる構造的背

景を明確化し、医療・教育的視点からどのような支

援のあり方が求められるのか実践的視点から議論し

合える場としたいと考えています。参加は無料です。 

日　時　２月11日（日）　13：00～17：00 

場　所　北秋田市交流センター 

内　容　講演「不登校の精神医学」13:00～14:00 

　　　　講師　長信田の森心療クリニック院長　児玉隆治氏 

シンポジウム 14:15～16:30　司会　児玉隆治氏 

　「いまの若者たちをいかに支援していけるか」 

シンポジスト 

　「発達障害を診立てるサインについて」　水野京子(臨床心理士) 

　「こどものソーシャルスキルを高める教育プログラム」　水野淳一郎(精神保健福祉士)

　「子どもたちの体験を育てる活動から」　小林節雄(看護師) 

◎お問い合わせ　長信田の森心療クリニック 

　　　　　　　　　　　　�０１８５－７２－４１３３ 

「子どもたちを守り育む医療・教育とは」
テーマ
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お知らせ 

　自然や歴史・風土に対する建築の提案について、秋

田や東北での作品を紹介しながら講演します。 

日　時　２月23日（金）　開場12：30　開演13：30 

場　所　秋田県庁第２庁舎　　参加費　無料 

講　師　青島裕之氏((株)青島裕之建築設計室代表取締役) 

申し込み　２月19日（月）まで 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　秋田県建築住宅課　　 �０１８－８６０－２５６１ 

秋田県ふるさと就職促進セミナー・面談会�

お知らせ 

　県内企業採用担当者との個別面談、ハローワーク職

員による就職相談、パソコンによる職業適性診断等を

行ないます。入退場自由で、事前の申し込みはありま

せんので、当日直接会場にお越しください。 

日　時　３月８日(木)13：00～17：00　受付12：00 

場　所　秋田ビューホテル 

対　象　平成20年３月に大学、短大、高専、専修学校等

　　　　を卒業予定の学生(一部の企業では、平成19年３

　　　　月に同学校を卒業予定の学生、既卒者も可) 

◎お問い合わせ 

　　　秋田県労働政策課 　 �０１８－８６０－２３３４ 

　　 

　木造住宅における耐震に関する相談を、無料で受け

付けます。 

先ずは電話を（無料）　a0120-014-809(フリーダイヤル)

応対時間　月～金　８：30～17：00まで　 

※上記以外の時間帯は留守番電話で受け付けます 

希望に応じて（無料） 

自宅訪問　希望される方には、建築士が自宅を訪問し、

耐震診断及び耐震改修に関するアドバイス、簡易な耐

震診断などを行ないます。 

※図面等での詳細な耐震診断を希望の方は別途有料で実施できます。 

◎お問い合わせ 

　　　北秋田地域振興局建築課　 �６３－２５３１ 

　　　秋田県建築住宅課　　  �０１８－８６０－２５６５ 

　　　　(財)秋田県建築住宅センター �０１８－８３６－７８５０ 

地域を活かす建築講演会

 

米内沢橋(通称「仮橋」)が４月１日から車輌通行禁止になります

米内沢橋(仮橋)

米内沢橋(県道)

木造住宅の耐震に関する無料相談

年金受給者の皆さんへ

～源泉徴収票が送付されます～ 

　老齢基礎年金や老齢厚生年金を受給している場合、

所得税法上の「雑所得」として取り扱われます。 

　社会保険庁では、これらの年金を受給している皆

さんへ、１月下旬に「公的年金等源泉徴収票」を送

付しています。 

　この「公的年金等源泉徴収票」には、平成18年度

中に支払われた年金額・源泉徴収税額・扶養親族等

の内訳などが記載されています。 

　年金以外に所得のある方などは、確定申告の際に

この源泉徴収票が必要となりますので、大切に保管

してください。なお、障害年金や遺族年金は非課税

のため源泉徴収の対象とならないことから、源泉徴

収票は送付されません。 

◎お問い合わせ　鷹巣社会保険事務所 �６２－１３０８ 

　　　　　　　　市役所保険課　　　 �６２－１１１７ 

 

 

健　　康 

時間　9：00～12：00　※記入用紙があり手続き終了

まで30～40分かかります。余裕をもっておいでください。 

場所、期日 

　北秋田市保健センター　２月５日（月）･19日（月）

　合川保健センター　　　２月13日（火）･26日（月）

　森吉支所　　　　　　　２月５日（月）･19日（月）

　阿仁支所　　　　　　　２月13日（火） 

 

日　時　２月８日（木）　受　付　13:00～13:30 

場　所　合川保健センター　持　参　母子健康手帳、予診票 

 

会場は各地区保健センター 

　鷹巣　２月14日（水）　合川　２月５日（月） 

　森吉　２月16日（金）　阿仁　２月28日（水） 

時　間　9：30～11：30 

内　容　健康相談、血圧測定等 

持　参　健康手帳（ない方は相談時にお渡しします） 

 

日　時　２月14日（水）13：30～15：00 

　　　　｢歯周疾患の予防と治療について｣(仮題) 

　　　　　 加賀谷歯科医院　院長　加賀谷　保先生 

　　　　２月28日（水）13：30～15：00 

　　　　｢知っておきたい目の病気｣(仮題) 

　　　　　 小林眼科医院　　院長　小林　真先生 

場　所　北秋田市保健センター　参加費　無料 

対　象　生活習慣病予防に関心のある方 

◎お問い合わせ　北秋田市保健センター　 

母子健康手帳交付

健康相 談

◎お問い合わせ 
　北秋田市保健センター　　�62－6666 
　合川保健センター　　　　�78－4272　 
　森吉保健センター　　　　�72－3455 
　阿仁保健センター　　　　�82－2116　 

 

日　時　２月15日（木）　14：00～15：30 

場　所　鷹巣阿仁福祉環境部２階相談室 

内　容（ミニ学習会テーマ）｢家族の気持ち～家族の気持ちの休み場所を見つける｣ 

対　象　うつ病で治療している方の家族 

スタッフ　保健師、精神保健福祉センター職員、　　

　　　　　精神科医（保健所嘱託医） 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　鷹巣阿仁福祉環境部　　　　　　�６２－１１６５ 

 

期　日　２月15日（木） 

場　所　鷹巣阿仁福祉環境部２階相談室 

受　付　15:00～16:00、相談時間　15:00～17:00 

相談対応医師　保健所嘱託医 

申し込み　鷹巣阿仁福祉環境部　　　　�６２－１１６５ 

精神保健相談・老人精神保健相談及びアルコール健康相談（要予約）

予防接種（ポリオ）

生き生き健康教室

ダ ム 工 事 事 務 所   

大 塚 刷 毛 工 場  

米 内 沢 総 合 病 院  

10:10～11:45 

13:00～14:30 

14:45～16:00

２月７日（水）全血 

子育てサークル（２月）
時間は10:00～11:30（キッズパークは11:40まで） 

お知らせ 
「うつ病」家族教室　５回目

むし歯のない子（３歳児健診）
鷹巣会場 
12月12日 

大館能代空港ターミナルビル

吉 野 の 郷  

ケ ア タ ウ ン た か の す  

10:00～12:00 

13:00～14:30 

15:00～16:00

２月16日（金）全血 

サークル名 

キッズ・パーク 

 

めだか教室 

みんなおいで 

親子ふれあい広場 

 

ひなたぼっこの会 

日にち 

２日 

16日 

１日 

第３火 

８日 

22日 

22日 

１日 

会場 

市保健センター 

〃 

森吉保健センター 

森吉地区各保育園 

合川保健センター 

〃 

大阿仁保育園 

阿仁合保育園 

　  内容 

豆まきお楽しみ会 

お誕生会 

出前保育(親子遊び) 

園開放日 

おもちゃづくり 

お楽しみ昼食会 

手づくりおもちゃ 

豆まき 

近藤さくら 

中嶋　みな

斎藤ゆめの 

堀内けんた 

山谷　なな

布田まなみ 

長崎とうこ 

菅原　めい 

米村あやは

庄司れいと

伊藤たくま

肥後よしのぶ 

佐藤　なな

津谷こうすけ 

藤嶋ゆうと

津谷こうた

高 村 岱  

川 口  

栄 摩 当  

旭 町  

坊沢深関 

品 類  

坊沢新屋敷町 

あけぼの町 

前 野  

舟 見 町  

綴子下町 

元 町  

中 屋 敷  

下 家 下  

新舟見町 

坊沢羽立 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

 

〜これからも歯はたいせつに〜

　森吉地区の市道新町川向線・米内沢橋(通称｢仮橋｣)が、

４月１日から歩行者、自転車以外通行禁止になります。 

※昭和47年の大洪水により国道の橋が崩落し、その代替

としてかけられた橋ですが、老朽化等で危険なため通行

が規制されますのでご注意ください。 

◎お問い合わせ　　北秋田市建設課　 　�６２－６６２９ 

米内沢郵便局米内沢郵便局 米内沢郵便局 

森吉幹部交番森吉幹部交番 森吉幹部交番 
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Information　お知らせ １月１日～15日届出分 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます 

佐 藤 正 仁  

畠 山 千 明  

ま さ ひ と  

ち あ き  

　さん 

　さん 

掛 泥   

綴子下町 

お二人の前途を 
　　　　祝福します 

鈴 木 悠 依  

堀 内 り こ  

嶺 脇 莉 子  

撫 養 　 悠   

明 石 純 香  

武 藤 羽 音  

今 川 聖 哉  

進 藤 聖 冬  

佐 藤 心 奈  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

( 　 )  

あけぼの町 

旭 町  

東 中 岱  

大 堤  

前 野  

糠 沢  

前 野  

高校通り 

本城御嶽 

二女 

長女 

長女 

二女 

長女 

長男 

長男 

ニ男 

長女 

哲典 

清美 

隆史 

徹 

康幸 

慎也 

忍 

健悟 

義賢 

 

 

宇多子 

まゆ子 

有希 

喜美子 

由美子 

知恵子 

なおみ 

静香 

久美子 

 

ゆ　　 い  

 

り　　 こ  

はるか 

す み か   

ね お ん   

ま さ や   

き よ と   

こ こ な   

 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

 

（ 

○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
人
。
 

○
往
診
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間
診

　
療
を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
に

応
じ
か
ね
ま
す
。
 

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　
ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。
 

（午後６：３０～９：００） 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

曜 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

電話番号 

62－1101 

62－1146 

63－0105 

62－1155 

62－1267 

69－5300 

62－1455 

62－2261 

62－1455 

62－1400 

63－2700 

72－4501 

60－1055 

62－1101 

63－0515 

62－1420 

医 療 機 関 名  

盛 岡 外 科 医 院  

奈 良 医 院  

佐々木産婦人科医院 

近 藤 医 院  

と し ま 医 院  

毛利整形外科クリニック 

北 秋 中 央 病 院  

津 谷 内 科  

北 秋 中 央 病 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

たむら内科クリニック 

公立米内沢総合病院 

う え だ クリニック  

盛 岡 外 科 医 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

佐藤外科消化器科医院 

   
  　　  

人のうごき 

おくやみ申し上げます 

対象農業者　「意欲と能力のある担い手」 

認定農業者(４ha以上)、特定農業団体等(20ha以上) 

経営規模要件には、中山間地域の地域特例や所得水

準の所得特例等がありますので、関係機関にご相談

ください。 

対象農産物　生産条件不利補正対策（麦・大豆） 

            収入減少影響緩和対策（米・麦・大豆） 

加入手続き　米・大豆作付者（４月１日～６月30日） 

◎お問い合わせ 

　　秋田農政事務所農政推進課  �０１８－８６２－５７２０ 

　　秋田農政事務所地域第二課  �０１８６－４３－３１３５ 

お知らせ 

　 

 

お知らせ 

　市では、皆様に配布した１年分の広報（１月１日号

～12月16日号）を保存版として製本いたします。 

　製本を希望される方は、お手持ちの広報を広報情報

課または各支所企画総務課まで持参ください。 

申込期間　２月１日（木）～28日（水）まで 

費　　用　７００円 

◎お問い合わせ 

　　広報情報課 

　　�６２－６６０８ 

※製本は広報紙に 

限ります　 

 

 

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

 

74 

73 

85 

82 

91 

74

と よ じ  

 　　　　 

ちょうさぶろう 

こういちろう 

 

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 歳) 

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )

津 谷 豊 治   

佐 藤 ト ヨ   

柴田長三郎  

小畑耕一郎  

小笠原チヱノ  

河 田 ツ ヱ   

清 水 多 市   

小 松 カ ツ   

相 馬 永 吉   

千葉佐太郎 

小 林 正 藏   

加 藤 ト ク   

小 野 義 夫   

松 岡 キ サ   

松 橋 昭 一   

佐 藤 文 吉   

奥 田 政 藏   

吉 田 弘 司   

森 川 與 助   

庄司フヂヱ 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

 

90 

95 

85 

92 

78 

93 

78 

66 

77 

81 

77 

92 

80 

84

坊沢緑ヶ丘 

栄 摩 当  

今 泉  

材 木 町  

綴子大畑

南 鷹 巣  

東 横 町  

綴子上町 

高 村 岱  

脇 神  

宮 前 町  

鎌 沢  

木 戸 石  

羽 根 山  

三 里  

鶴 田  

浦 田  

長 野 岱  

宮 ノ 下  

桂 坂  

た い ち  

 　 

えいきち 

さたろう 

しょうぞう 

 

よ し お  

 

しょういち 

ぶんきち 

まさぞう 

ひ ろ じ  

よ す け  

簾 内 和 博  

武 藤 紀 子  

か ず ひ ろ  

の り こ  

　さん 

　さん 

糠 沢  

糠 沢  （ 
永 井 智 徳   

佐藤　可奈子  

とものり  

か な こ  

　さん 

　さん 

坊沢深関 

舟 場   （ 

 

今月の休館日  

市立　　　図書館 

上杉あいターミナル　　　  �７８－９２９０ 

開館時間９：００～１７：００ 

ひまわりの家 

鷹　巣 
森　吉 

鷹巣 �６２－３３１１ 

開館時間９：００ ～１７：００ 

森吉 �７２－３１９２ 

開館時間８：３０ ～１９：００ 

７、１１、１４、１８、２１、２８日 

３、４、１０、１１、１２、１７、１８、２４、２５日 

５、１３、１９、２６日 

※鷹巣図書館のみ30日は蔵書点検のため休館 

 

佐 藤 憲 夫  

平 川 敬 子  

の り お  

あ き こ  

 

　さん 

　さん 

川 井   

合川李岱 （ 

  
税  の納期限  

２月28日まで 

国 民 健 康 保 険 第８期 

ホームタンクからの油漏れに注意!!

秋 田 内 陸 線 ニ ュ ー ス

　パック内容は、内陸線乗車券+食事+入浴+休憩が

セットになり、皆様の乗車駅に応じて、３コースを設

定。日頃の疲れを内陸線温泉パックで癒してください。 

Ａコース（鷹巣～小渕間）　　  3700円(小人3000円) 

Ｂコース（阿仁合～阿仁マタギ間）  3300円(小人2800円) 

Ｃコース（戸沢～角館間）　　  2900円(小人2600円) 

申し込み　２名以上で、出発日の３日前まで 

そ の 他 　 

・急行列車利用の場合は別途急行券 

　が必要です 

・西明寺駅からクリオン間は往復と 

　も無料送迎します 

・食事、休憩等は大広間となります 

　ｅｐ０５５チャンネル（１１０度ＣＳ放送　ｃｈ.

０５５）では、『秋田内陸線』沿線の絶景を堪能する

番組、『美悠紀行～鉄道沿線探勝ロマン～』をデジタ

ルハイビジョンで放送いたします。 

　山々を金色と緋色に染め抜くマタギの里・・・ 

　鷹巣発の列車に乗り、阿仁合経由で角館までの絶景を

堪能します。ハイビジョンカメラが、旅人の目線で各駅

停車の旅の醍醐味を美しい映像で満喫させてくれます！ 

放送日時　　 

「内陸線＆西木温泉クリオン日帰りパック」

◎お問い合わせ　秋田内陸縦貫鉄道(株)　�８２－３２３１ 

『美悠紀行〜鉄道沿線探勝ロマン〜』秋田内陸線/東北編

放送日 放送時間 放送日 放送時間 

２月５日 

　　７日 

　　９日 

　　11日 

21:45～ 

13:15～

18:45～ 

21:15～ 

　　12日 

　　14日 

　　16日 

　　18日 

21:45～

13:15～ 

18:45～ 

21:15～ 

広報きたあきた保存版の作成を�
希望される方へ

 

第８回　空港かまくらんど
楽しいイベントがいっぱい　ご家族でどうぞ 

時　間　午前10時～午後３時頃まで 

場　所 大館能代空港（空港シンボルゾーン）他 

内　容　①かまくらやキャラクター雪像の展示 

　　　　②巨大そりやま、③屋台村 

　　　　④新企画として 

　　　　　「雪合戦」 

　　　　　トーナメント 

◎お問い合わせ 

　空港ターミナルビル㈱ 

　�６２－５３３０ 

2/18
　昨年、豪雪によりホームタンクからの油漏れが多

発しました。各家庭に設置しているホームタンクの

管理について、次の点に注意してください。 

・ホームタンクの残量を確認する 

・ホームタンク下部にある水抜きバルブ及びコックの

締め付けを確実に行う（コック式は、落雪で開かな

いよう固定する) 

・除雪により配管等を破損しないよう注意する 

・ホームタンクのストレーナー部分に亀裂があった

場合、速やかに交換する 

◎万が一油漏れを確認したら  

　　市消防本部�62-1119　国土交通省鷹巣出張所�62-1226

品目横断的経営安定対策加入手続きが始まります�



冬季大会
開 会 式

２月10日（土）
会場　秋田県立田沢湖スポーツセンター陸上競技場

交通規制のお知らせ
マイカーの自粛をお願いします

●開会式当日、会場周辺道路は交通渋滞が予想されるため、

交通規制が行なわれます。�

●開会式当日、たざわ湖スキー場周辺の駐車場は大会関係

者駐車場となるため、終日利用できません。(たざわ湖ス

キー場ご利用の方は、｢かもしか駐車場｣をご利用ください)�

◎交通規制に関するお問い合わせ 

　　　秋田県警察本部 　　　　 　　�018-863-1111 

　　　仙北警察署　　　　　　 　　 �0187-53-2111 

　　　秋田県国体・障害者スポーツ大会局　　　�018-860-5267

●会場へは許可車両以外進入できません

●会場周辺での送迎はできません

　市では、平成18年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成）により、一般コミュニティ助成事業で実森会館
の備品一式を整備しました。 
　また、屋外テント８台、ワンタッチテント８台を住民のコミュニティ活動推進のために貸出用として整備
しました。詳しくはスポーツ振興課（�６２－３８００）まで。 
　同助成事業は、宝くじの収益を財源に宝くじの普及、広報を図ることをねらいとして財団法人自治総合セ
ンターが行っているものです。 

●実森会館 

　　 
 

●テント ●実森会館 

 

小正月行事
第13回 鷹 巣 

２/１０(土)・１１(日)
【駐車場が大変混み合いますので無料シャトルバスをご利用ください】 

●藤里町からも協賛出店　 

●10日午後３時30分からは、七日市葛黒に伝わる 

　伝統行事「火まつりかまくら」が行われます。

秋北バス 秋北バス 

時間　両日とも午前９時〜午後４時まで

場所　道の駅たかのす「大太鼓の館」駐車場�

賛助　県道矢坂糠沢線整備促進期成同盟会

※10日のみ最終バスは｢火祭りかまくら｣終了後出発 

・おしるこの無料サービス（個数限定） 
・手作り餅の販売 
（漬物・お菓子・野菜その他特産品等の販売） 

市役所 鷹ノ巣駅前 鷹ノ巣駅前 市役所 

◎お問い合わせ 

　北秋田市鷹巣物産協会�62-1851　商工観光課�62-6639

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

宝 く じ は 
豊かさ築く 
チカラ持ち。 
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